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           18 th Century Dress with  Hem  and  Train Decorations

                     
-

 Studies from  Reproduction -

Clothes reflect  the social  structure  of  the period and  they have an  especially  close  relation-

ship  with  culture. Throughout history clothing  styles have made  many  transitions. Of all

the  styles  in the  long history of  the  dress the 
'robe

 a la frangaise'is said  to be the most

exquisite  and  voluminous.  This fashion flourished in France's 18th Century Court Culture,

Rococo(1715-1789). It is very  rare  to see surviving  dresses in perfect condition.  This tinie,

an  original  dress from around  1765 was  chosen  to be studied.  There are  three characteristic

Rococo  items which  make  up  the dress-the robe,  petticoat and  stomacher  and  these were

each'remade  to study  the shape  and  physique of  the woman,  the sewing  technique, and  the

wearing  technique.

For the reproduction  of  this dress, the pattern shown  in tDRESSSTUDY'
 Spring 1988, Vol.

13, p.19, was  used  as  a  base.

The  surface  of  the dress, with  its extensive  hem  and  train decorations, looks highly ornate

and  very  beautiful. However, when  we  look at  the  underneath  of  the drc:ss, it is sewn  quite

broadly. This rnay  be due to the maker's  tendency  to concentrate  only  on  what  people can

see and  a tendency to neglect  the parts which  they cannot  see.  Alternatively, it may  be that

the maker  wished  to minimise  the number  of  stitches  for a specific purpose. This would

a]low  easy  re-making  of  the  dress, which  was  often  the  case  in this ])eried. A  further

observation  is the illusory effect  of  the dress when  worn.  The  wearer's  waist  appears  to

be smaller  and  slimmer  than  the real  measurements  would  suggest.  Because a dress of  this

period could  not  be worn  without  a  great deal of  assistance  it would  seem  that practicality

and  rationality  in the wearing  were  not  considered  particularly important.
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1　 緒 言

　服装は そ の 時代の 政治や 経済の 社会体制、特に文化 とは密接な関係 に あ り、それ らの歴 史 と

ともに多様な変遷 を重ねて きた 。

　1715年、フ ラ ン ス 王ル イ14世の 死 によ り、ル イ15世 が幼少で即位 、
フ ィ リ ッ プ ・ドル レ ア ン

公 が摂政 とな っ た 。 18世 紀中ば、ル イ15世 とそ の 愛妾ポ ン パ ドール 侯 爵夫人の もとで爛熟 した

ロ コ コ 文化 の 服飾 は、優雅、繊細、華麗、装飾性 に お い て他の 時代の 追従を許すもの では なか

っ た 。 ル イ16世の 王妃マ リー ・ア ン トワネ ッ トは ロ コ コ 後期 の 女王 とも呼ばれ 、 自由奔放に 着

飾 り、フ ァ ッ シ ョ ン り
一ダー

の名をほ しい ままに したが、その 頃には すで に絶対で あっ た フ ラ

ン ス 宮廷文化 に も大 きなひ び が 入 り始め て お り、頽廃の 影が 漂 うよ うに なっ て い た。マ リ
ー ・

ア ン トワネ ッ トの 浪費は 国民の 怒 りの 的とな り、 や が て 1789年の 大革命に より失墜 した。18世

紀に 、 花咲 い た宮廷文化 は華 々 しくもドラマ テz ッ クな展開で あっ た。

　今 回製作 した ドレ ス は、1765年頃に 製作 された と思わ れ る 。
ロ ーブ、ペ チ コ

ー ト、ス トマ ッ

カ
ー

の 3 つ の ア イテ ム か ら成 る ドレ ス ・v 一ブ ・ア ・
ラ

・フ ラ ン セ ーズ （robe 　a　la　fragaise）で 、

複製す るこ とに より、当時の 女性の体 型、体格、パ タ
ー

ン 、カ ッ テ ィ ッ ン グ、縫製技術、着装

などを考察す る 。

　製作するにあた り、 『DRESSTUDY 』 SPRING ，1988，VOL 　13，京都 服飾文化研究財団 、 19頁

に掲載 され たパ タ
ー

ン を使用 した 。 1989年 4 月 4 日〜 5 月 28日、京都 国立近代美術館で開催 さ

れた展覧会 、

「
華麗な革命 」で の 展示 で 実物 を見聞 し、素材、色彩、縫製に お い て 可能な限 り忠

実に、複製 を試み た もの で ある 。

2　 18世 紀の フ ラ ン ス 社会

　18世紀の ヨ
ー

ロ ッ パ では イギリス の 大 きな台頭が あるが、主 に海外 へ の発展 と商業に 力 を注

い で い た。イギ リス の 繊維産業 は、飛び梭の発明 、 紡績機の 発 明 、 工 場制大量生産を可能にす

るため、蒸気機 関を動 力 として 導入 するな ど、産業面で は 先進国で あ っ た 。 フ ラ ン ス は イギ リ

ス に対抗で きる当時の 大国で はあ っ たが、繊維産業や 大量生産 とい う面では
一

歩後れ をと っ て

い た 。 そ の イギ リス の 繊 維産業等に お ける生産上 の
“

技術革新
”

に対 して フ ラ ン ス は
“

文化
”

で 対抗 しよ うとした。こ の こ とが 18世紀の フ ラン ス の文化発展の 根本 に あっ た と思 われる。 最

初の フ ラ ン ス の文化の 中心に な る もの が作 られ た の が ル イ15世の 後見 をした オ ル レ ア ン 公の レ

ジ ャ ン ヌ （摂政）時代 とい われる 。 1 つ の 例 として、こ の 時代に大流行 した もの に香水 と毛皮が

あるが 、当時で も非常に高価で贅沢な貴族趣味が フ ラン ス 文化 の根 と して 張 られ て い く。一方、

1786年、英仏商業条約 に よっ てイギ リス 製の 木綿が大量に流入す るようにな り、質素 な木綿が

贅沢 な絹 にか わ っ て、流行 の 素材 とな っ た 。 贅沢 な貴族趣味 と対立するイギ リス風 の 質素主義

が並行 して、生活に密着 して い た こ と も18世紀フ ラ ン ス の 特徴 の 一
つ である。
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裾飾 りの つ い た 18世 紀 の トレ ス　、丿縁 飾津 円肴井山本
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　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 山 本
・
吉井

・
津 田 ：縁 飾 り、裾飾 りの つ い た 18世 紀 の ドレ ス

　18世 紀に花 開い た ロ コ コ 文化。P コ コ とい う名は貝殼な どで飾 っ た人工 の 岩窟 を意味する フ

ラ ン ス 語の ロ カイユ に起源 する とい わ れ る 。
ロ コ コ は 18世 紀 の フ ラ ン ス を中心 とす る装飾美術

様式の 名称 で あ っ た が、優雅 で繊細で軽快 な夢 と遊び つ文化 として 同時代 の 美的生活様式 もロ

コ コ の 名で 呼ばれ るよ うに な り隆盛 を きわめ る 。 こ の ロ コ コ の 文化 を支 えて い た の は貴族 と並

ん で、ある い はそ れ以上 に経 済力 を身に つ けたブ ル ジ ョ ワジ
ー

で あ っ た。個人の 生活 を楽 しむ

こ とが 政治的威光 を高めるよ り重要で あ っ た こ の 時代は、P コ コ は宮廷文化で は あ っ たが、む

じろ 自由へ の 情熱 と経済繁栄 に支え られ たブ ル ジ ョ ワジ
ー

の もの で あ っ た か もしれな い 。

　 18世 紀の ヨ ー ロ ッ
パ は人間が 自由に生 きる の に もっ とも好 ましい 時代で あっ た とも云われる。

当時の ヨ
ー

ロ ッ
パ に は権威 を便宜的に解釈する 自由 さが残 っ て お り、経済は少 しずつ 発展 して

生活 にゆ と りを もた らし、 科学 は進歩 し、新 しい 知識や 情報が市民や 農民階層に まで 、 たや す

く伝達 され た 。

　 また 18世紀は女性の 時代 だ とも云われる。 こ の 時代 の 女性 は着飾 っ て 遊ぶ ばか りで な く、知

的好奇心 も高 く、 才気ある女性 は 多額 の 費用をか けて サ ロ ン を主 催 し、 洗練 された社交に よっ

て名 をあげる こ とも出来 た 。18世紀 には 多くの 資産家の 夫人 た ちに よ っ て 開かれ た サ ロ ン の 歴

史は 古 く中世 に まで さ か の ぼ る が 、そこ は 、学芸の 保護や 時の 政局 を論ずる 場で あ り、さ まざ

まな情報交換の 場で もあ っ た。の ちに フ ラ ン ス 革命が思想的に準備 され た の は女性が主宰 して

い たサ ロ ン の 中で もその 啓蒙思想が 育 くまれて い た 。

　フ ラ ン ス 革命 にお い て、「
人 は 自由か つ 権利にお い て平等なもの として 生 まれ、生存する 」と

の 有名 な入権 宣言が うた われた 。 しか し、実は こ の 宣言は 人間の 自由 と平等を抽象的な理 念 と

して述べ た までで 、女性 に対しては平等ど こ ろか権利 を与 える こ とさ えなか っ た 。フ ラ ン ス 革

命 に も、パ リコ ミ ュ
ー

ン に も、その 後の歴 史の 重 大な局面で は 、必 らず闘 う女性の 姿が あ っ た 。

に もかか わ らず革命期の 憲法は女性 を政治 に参加す る権利 を持つ
「市民 」 とはみ なさなか っ た

事実が あるの も見逃せ ない 。

3　 ロ コ コ の 服 飾

ロ コ コ の 服飾は 大 き く3 つ に 時代区分 され る 。

1）摂政 時代 （1715年 〜1730年）

2＞ル イ 15世時代 （ロ コ コ 時代）（約 1730年〜1770年）

3）ル イ 16世時代 （約 1770年 〜1795年）

1）摂政 時代

　ル イ14世 の 死 に よりル イ15世が幼 くして即位 した が 、成年 に達するまで、フ ィ リッ プ ・ドル

レ ア ン 公が 摂政 とな っ た の で 、摂政 時代 と呼ばれ る 。 こ の 時代の ヨ
ー

ロ ッ
パ の 婦人服飾 は依然

として フ ラ ン ス を中心 に展開 して い っ た 。
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　摂政 ス タイル （ワ トー ・
ス タイル ）と呼ばれ る衣裳 は 17世紀の バ ロ ッ ク様式 （重厚で豪華 な

ス タイル ）と ロ コ コ 様式 （洗練され た 軽 さ、装飾性）へ の 過 渡期の もの で 、バ ロ ッ ク の 固苦 し

さ と儀式ば っ た感 じは徐 々 に姿を消 す。この 時代 の典型的な婦人 の 服装は、有名 な画家、ア ン

トワ
ーヌ ・

ワ トーの 絵の 中に 美し く描かれて い る。

　前開 きの サ ッ クガ ウ ン は控 え目な装飾 と単純な色彩で まとめ られ 、 背面に は大きな縦 の ボ ッ

ク ス ・プ リ
ー

ツが つ い て お り （ワ
ー ト・プ リ

ー
ツ の 名が つ けられて い る）、また身頃は ゆ っ た り

とゆ とりが 多 く、袖 もプ リーツ の つ い た肘丈の 広袖の ル ーズ なシ ル エ ッ トで は あるが、パ ニ エ

の 上 に円錐 形に広が っ た美 しい ライ ン が出て い る。
ヘ アス タイル もなるべ く小 さ く見せ る よう

に髪を簡単に後 方に向 っ て撫 で つ け、そ の 上か ら フ リル の つ い た平 らなキャ ッ プ をか ぶ っ て い

た
。 しか し 、

こ の サ ッ ク ガ ウ ン は あま り長続 きは しな か っ た 。

　装飾に 平 らな りボ ン で 、 そ の テ キス タイル に東洋の 影響を受けた異国趣味
“

シ ノワズ リ
ー”

が見られ る の もこ の 時代の 特徴で ある。

　2）ル イ 15世 時代 （ロ コ コ 時代 ）

　 ロ コ コ 式装飾趣味の 発展は、多 くの 新 しい モ ー ドを くり広 げた 。 こ の 時代の 代表的な服装が

ロ ーブ ・ア ・ラ ・フ ラ ン セ
ーズ と い わ れ るもの で 、

ロ ーブ
、

ペ チ コ ー
ト、

ス トマ ッ カ
ー

の 3 つ

か ら成 り立 つ 服装で着装す る の に い ちい ちこ れ らをピ ン で留め た り、縫 い つ けた りしな くて は

な らな い 不合理 な もの で あ っ た。こ の 服装には パ ニ エ の 復活が 必然的に あげ られ る 。
パ ニ エ は

17世 紀 の 初頭 に は姿を消 し、そ の 後 は 時々 ひ そ か に 使用 さ れ て い た こ と もある が 、まず最初 に

ポ ケ ッ トパ ニ エ とい わ れる もの が、こ の 期 に再び登場する 。 こ れ は パ ニ エ の 最上 段の 内側 に 二

つ の ポケ ッ トが あ り、 こ の ポ ケ ッ トの 中に ス カ
ー トの 裾 を引 きこ んで コ ス チ ュ

ー
ム の 形作 りを

す る。その 後こ の パ ニ エ が左右 に大 きく張 り出 し、テ
ー

ブ ル の ような巨大な もの もあっ た 。 形

は前後 には平らで両 横に張 り出し、歩 くたび に大 き く揺れ、真す ぐ歩 くにはか な り広 い ス ペ ー

ス を必要 と した 。横歩 き、斜 歩きなど必要 に せ ま られ て だけで な くエ レ ガ ン トに 見せ る工 夫 も

されて い た 。
ロ
ーブ や ペ チ コ ー

トの ス カ
ー

トの 分 量が 大 き くな る と 、 そ こ に は た くさん の 装飾

が とりつ けられ 、衣裳 を豪華に 見せ るため に 、
ゴー

ス や レ
ー

ス の フ リル 、 フ ラウ ン ス 、リボ ン 、

ガ
ー

ラ ン ド（花綵 ）、 共 布で の 飾 りなど、華や か に飾 りた て られ た 。 ロ ーブ に つ い て い るパ ゴ ダ

袖に も特徴が あ る 。
パ ゴ ダは東南ア ジ ア の 仏塔の 形に似 て い る こ とか らこ の 名が っ けられた 。

こ の袖 は タイ トな半袖の 袖 口 にア ン ガ ジ ャ ン トとい う袖口飾 りが つ い て い る 。 ア ン ガ ジ ャ ン ト

に は レ ース が多 く使 われ て い た が 、当時の レ
ー

ス は非常 に高価 な もの で、 ドレ ス の 生地代 よ り

もは るか に高 く、富 と権力の 象徴の よ うな存在で あ っ た 。 なか で もア ル ジ ャ ン タ ン の レ
ースや

アラン ソ ン の レ
ース （ニ ー ドル ポイン トレ

ー
ス ）は最も高価 なもの で 、こ れ らは あま りに貴重

すぎて
一
着の 衣裳の 全体や

一部 に使用 され る の で は な く、衿や カ フ ス 、縁飾 り、裾飾 りなどに

部分的に使用され、 ドレ ス を着用す る と きに応 じて 、 取 りはずしの きくように粗 く縫 い つ け ら
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凵」本 ・吉井 ・津 田 ：縁 飾 り、裾 飾 りの つ い た 18世 紀 の ドレ ス

　　　　　　　　　写真 1　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 写真 2

れた 。

　 n 一ブ ・ア ・ラ ・フ ラ ン セ
ーズ の もう

一
つ の ポ イ ン トは ス トマ ッ カ

ー
で ある e ス トマ ッ カ

ー

は V 字形に 開い た 胸当て とも胃押 えとも云 われ る もの で 、多 くの 場合 ロ ーブ の 前端 につ けられ

て い る 。 こ れは 三角の パ ネル の 内側 に ボ
ー

ン を入れて丈夫に させ た もの で 、最 も人目を引 く胸

部 をおお うため 、衣裳全体の 中で特 に豪華 で華や か に装飾 され た。

　ル イ15世 は 多 くの 愛妾 を持 っ て い た が 、そ の 中で も特に有名 なポ ン パ ド
ー

ル 夫人 の （写真 1

’87
，
ア ル テ ・ピナ コ テーク （ミュ ン ヘ ン）山本撮影） レース や リボ ン好 きはよく知 られて お り、

こ の 時代の 衣裳は レ
ー

ス で装飾 され ては じめ て価値が認 め られ た。ポ ン パ ド
ー

ル 夫人 は 身分 は

町 民の 出で は あ っ た が 、マ ナ
ーや 趣味の 優美さ、高い 教養 と 天 性の 才能に 恵まれ て い た こ とが

よ く知 られて い る 。 服飾 に関 して の セ ン ス も非常 に よく、ロ コ コ フ ァ ッ シ ョ ン の 典型を示す こ

の 時代の フ ァ ッ シ ョ ン リ
ー

ダ
ー

で もあ っ た 。こ の こ とか ら彼女 の 浪 費過剰が フ ラ ン ス 革命 を招

く
一・

原 因に な っ た とい う人 も少 な くな い 。

3）ル イ16世 時代

　こ の 期の フ ァ ッ シ ョ ン リーダー
は ロ コ コ の 女王 とい われ る マ リー ・

ア ン トワネ ッ トで ある。

（写真 2　
’87　シ r ン プ ル ン 宮殿 （ウ ィ

ー
ン ）山本撮影）フ ラ ン ス 王 政 もこ の 頃に なると翳

りが見 えは じめ、宮廷 に は頽廃の 影が漂 よ うよ うに な る 。 万能で あ っ た フ ラン ス 宮廷 文化 に も

大 きなひび が入 りは じめ て い た 。マ リ
ー・ア ン トワネ ッ トは ロ コ コ 崩壊期の 女王 と云 うべ きか。

一一125一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

ロ コ コ の 盛期は 1760年代で 終 り、 そ の 後 フ ラ ン ス 革命まで の 20年は 古典主義と の 2 本立 に なる

が 、マ リー ・
ア ン トワネ ッ トは そ の 精神 と服装の 中に古典主義を受け入 れ なが らもや は り後期

ロ コ コ の 典型で 、身を飾 るこ とに 浮 き身をや つ して い た。歴史上最初の フ ァ ッ シ ョ ン デザイナ

ー
とい わ れる ロ ーズ ・ベ ル タ ン を抱えて、こ の 期の 服装 の世 界は全 くマ リー ・

ア ン トワネ ッ ト

の 支配下 に あ っ た と い える。

　最新流行の 衣裳に 身を包 んで フ ァ ッ シ ョ ン の 伝達 を目的 とする フ ァ ッ シ ョ ン ドー
ル が現 われ

た の もこ の 時期で あるが、こ の 人形 は 18世紀末 に モ ー ド誌が刊行 されるとなる と、その 役 目は

終 っ た。

　 マ リーア ン トワ ネ ッ トが フ ァ ッ シ ョ ン リーダーに な っ て か らは婦 人の ドレ ス は シ ン プ ル なも

の へ と変化 した とい わ れるが 、 公式の 場 で は依然 と して ロ ーブ ・ア ・ラ ・フ ラン セ ーズ が 大 き

なパ ニ エ をっ けて着用 され た。こ れは服装の 歴史 を通 じて最 も巨大 で 、 最 も華麗 なもの と して

記憶 される が 、その 巨 大なス カ ー トをレース や 花綵や リボ ン で 装飾す る こ とは ポ ン パ ド
ー

ル 夫

人時代 とは少 しも変 らな い
。 む しろよ り華々 しく、 大げ さに飾 られて い た 。 また ドレ ス の種類

は ポ ン パ ドー
ル 夫人 時代 に 比 べ て 多 くな っ て い た 。

　
一時期 イギ リス 風の ロ

ーブ ・ア ・ラ ン グ レ
ーズ

、 シ ュ ミ
ーズ ・ア ・ラ ン グ レ ーズ などが好 ま

れた が こ の 傾向 を引 き起 した の は、
“

自然に 帰れ
”
の ル ソーの 思想の 影響 が あっ た。ポ ロ ネーズ

は ウ エ ス トの 後部 と両 サ イ ドの ア ッ パ ー
ス カ

ー トに大 きなパ フ を持 っ て い る の が特徴で ある 。

また新 しく登場 した もの に シ ュ ミーズ ・
ア

・ラー
レ
ーヌ が ある。こ れ は マ リ

ー ・ア ン トワネ ッ

トがプチ トリア ノ ン で 田舎風生 活 を楽 しむた め に作 らせ た薄物の ガ ウ ン で あっ た 。 こ の 18世紀

で特筆すべ きは 巨大で過剰装飾 の ヘ ア
ー

ス タイル で ある。か さ高い 髪型に完成するには 多くの

材料 と時間 と労力が 必要で あっ た し、装飾 もお遊 び 気分満点で あっ た 。 日常の行動 にす ら思 う

に まかせ ず 、

一度結 い 上 げた ら二 週間は持たせ な くて は ならなか っ た 。 頭部に虱 が わ くなど表

面 の華 々 しさ と裏面の 不潔さは奇妙な コ ン トラ ス トで あ っ た 。

4　 曲線的 な縁か ざ り、 裾か ざ りが施 され た ドレ ス の 製作

　　製作にあた り、 可能な限 り実物 に近 い 状態 の 複製 を試み たが 、 以下 の 点に つ き、や む を得

　ず実物 とは異 なる点が ある。

☆ パ ター ン

　袖 山 の タ ッ ク

　　三好 氏の 製図に よる と 、 袖 山には 3本の タ ッ クが示 されて い るが、実物 を見 た限 りで はダ

　
ー

ッ が とられて い る と思 われた た め 、今回の製作に あた っ て は、長 さ9．5cmの ダ
ー

ツ と した 。

☆ 素　材

　　実物は 52．5cm幅で 23．2m の 絹サ テ ン が使用 され た とあるが 、 今 日では こ の ような狭 い 巾の

　サ テン 地 は少な く、92cm幅で 13m の ポ リエ ス テル の サ テン を使用 した。

一 126　一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山本 ・吉井・津田 ：縁 飾 り、裾飾 りの っ い た 18世紀 の ドレ ス

☆ 色 彩

　　資料で は ス トロ ベ リ
ー・ピ ン クとあるが 、約 220年 を経た実物 は、や けて色あせ た部分 もあ

　 り 、 同色の もの を入手する こ とは困難で あ っ た ため 、 全体的な感 じが似て い るマ ン セ ル 記号
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ン タ ン イ ロ

　7．5R 　 5／ 12（慣用色名　鉛丹色）の 生地 を使用 した。

☆縫 　製

　  資料で は こ の ドレ ス は 1765年 頃イギ リス で 作 られた もの とある 。 最初 の ミシ ン と呼ば れ る

　 もの は、1589年、イギ リス で編物 の 針 の 動 きか ら ヒ ン トを得て、 1本 の 糸で編む鎖縫 の 機械

　が 考案 され ミ シ ン に 関す る研究の 道が 開か れ、1790年、最初の 還縫 ミ シ ン が発 明された 。 こ

　の ドレ ス の 製作 は それ以前の もの で あるか ら、精緻 な手仕事 と思 われ るが、本製作で は縫 い

　合せ 部分 は すべ て ミ シ ン 縫 と した 。

　  飾 り布

　 　布端の 始宋は 資料では
“
ス カ ラ ッ プ形の ピ ン キ ン グに裁 っ た

”

とあるが、は さみ が どの よ

　 うなもの で あ っ た か は調査 が 困難で あっ た た め 、本製作で は細か い 歯 の ピ ン キン グばさみ で

　ス カ ラ ッ プ形 にカ ッ トし、と こ ろ ど こ ろ鳩 目穴 で パ ン チ ン グ した 。

　  ボ タ ン と紐

　 　 ロ ーブ の ス カ
ー トを脇で た くしあげる ため につ けられ た もの で あるが、展示 された 実物で

　確認出来なか っ た ため、 ドレ ス と共布 の 直経 1cmの くるみ ボ タン と幅 O．3〔rnの 紐 を作 っ た 。

1765年頃の 曲 線的 な縁飾 り ・ 裾飾 りの 施 され た ドレ ス

　
“
ロ ーブ ・ア ・ラ ・フ ラ ン セ

ー
ズ

”

☆ 　デ ザ イ ン

　　 ロ
ーブ、ペ チ コ

ー ト、ス トマ ッ カ
ー

の 三 つ の ア イテ ム か ら成 り立 ち、背には大 きなボ ッ ク

　ス ・プ リ
ー

ツ （ワ ト
ー ・プ リ

ー
ツ）が入 っ て い る の を特徴 とする ドレ ス 。 共 布で 曲線的な縁

　飾 りと裾飾 りが施 され て い る。

☆　色 　彩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ン タ ン イ ロ
　 　7．5R 　 5／ 12 （慣用名鉛丹色）

☆　素 　材

　 イ　 ドレ ス

　 ○　 ポ リエ ス テル ・サ テン 　 92cm幅一13m

　 　 うち、縁飾 り布、裾飾 り布 は、3．5cm幅一10．03m 、10  幅
一3．1m 、13cm幅一 2m 、23．5cm

　 　幅一2．4m

　 o 　チ ュ
ール ・レ

ー
ス　　90cm幅一

〇．7m

　 o 　 レース　　 3．5  幅
一 3m

　 O 　 ス ト
ー

ル

　 Q 　チ ュ
ー

ル ・レ
ー

ス 　　90cm幅一1．5m

　 o 　 レ
ー

ス 　　 3 （m 幅一2．5m 、 8cm幅一4．7m 、 9   幅
一2．8m
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☆ 　裁 　断

　　袖は横地 で 裁断す る 。 （現在 は縦 地 で裁断する の が 普通で ある。）

☆ 　縫　製

　（1） ロ ーブ

　  前 身頃

　 Q 　前 ス カ
ー ト部分 とウ エ ス ト切替部分 を縫 い 合せ 、縫 い 代 は 1，5  に して上 へ 倒す 。

　O 　u 一ブ と共布 の 飾 り布 として、3．5cm幅一 1m 、10  幅一 1．1m 、13cm幅一 2m を用 意し、

　　それぞれ ギャ ザー
や タ ッ クを と りなが ら所定の 位置 に とこ ろ どこ ろ留め つ ける 。

　　　こ の 前 ス カ
ー トを前上身頃に 縫 い つ け、縫代 は 1．5c皿 に して上 へ 倒す。（写真 カ ラー）

　　　後身頃

O

 
．
O 　後 中心 布 と後 脇布 の 縫 い 合

　せ 。縫代 は 1．8cmに して脇側 へ 倒

　す。

○ 　後衿 ぐりの プ リ
ー

ツ をたたむ。

  前 身頃 と後 身頃 の 縫合せ 。

o 　 製図上の C 点 より脇止 りまで

　 と、脇明 き止 りか ら裾 まで を縫

　い 合せ 、縫代 1．8cmに して 前身頃

　 側 へ 倒す 。

O 　 脇の タ ッ クをた たむ 。

  袖作 り

o 　 袖下 を縫 い 、縫代 を1．5   に切

　 り、前 袖の 方 へ 倒す。

○ 　ア ン ガ ・ジ ャ ン ト （袖 口 の 飾

　 り）は袖 口 寸法 に ギ ャ ザ
ー

をよ

　せ 、 1段 目と 2段 目の 山の 差は

　 5c皿 、 2段 目と 3段 目（レ
ー

ス ）

　 との 山の 差は 10  として、 3段

　 の 飾 り布 の 山の位 置 をそろえ、

　袖下 縫 い 目線に そ ろえて縫 い つ

　 け る 。 （写真 3）

  袖 つ け

写真 3

　　製図上 の袖 B 点 と身頃 B 点 とを合わせ 、袖を縫 い つ ける。縫代は 1cmに して身頃側へ 倒す。

  前 身頃 か ら衿 ぐりに か けて の 衿布 。
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・
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・
津 田 ：縁 飾 り、裾飾 りの つ い た 18世 紀の ドレ ス

o

 

oOO

 

　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　 写真 4

0　 衿布 （4．5  ）とス カ
ー トウエ ス トライン の 前端 より4．5cmを縫 い合せ 、縫代 は上 へ 倒す 。

○ 　 衿布 と身頃、袖山、後衿 ぐりを中表 に合せ て 縫 う。

○　 袖山 の 前袖側 ダ
ー

ツ よ り後 衿 ぐり に か け て、上 り幅4．5  に なるよ う衿布の 端を折 りこ み 、

　くけつ け る 。 （写真 4）

　 3．5cm幅の 飾 り布 を2．88m 用意 し、衿布上 に タ ッ ク をと りなが らとめ つ ける 。

くるみ ボ タ ン と紐

ドレ ス と共布 の 直経 1cm の くるみ ボ タ ン を作 る。

ドレ ス と共布 の 幅 0．3  、長 さ22  の 紐 を 2本作 る 。

くる み ボ タ ン と紐 を脇縫 目線の 所定の 位置に と め つ け る 。

裾の 始末

裾の ヘ ム 代は 0．5cmとし、上 へ 折 り上 げ、裾か ら0．3  の と こ ろ をe．5eniの 間隔 で星 どめ を

　する 。

  　ス トマ ッ カ
ー

  ギ ャ ザー量 2 倍の 3．5  幅 に ピ ン キ ン グカ ッ トした 飾 り布 を29m 使用 し、表布 に曲線 で装

　飾 的に とめ つ ける。

  共布で 裁断 した裏布 と縫 い 合せ る 。 （写真 5＞

（3） ペ チ コ
ー

ト

  　前 ペ チ コ
ー

ト

　前中心布 と前脇布 との 縫 い 合せ。

　縫 い 代 は 1．8  に して 脇側 へ 倒す。
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写真 5 写真 6

O 　 ペ チ コ ー
トと共布の 飾 り布。

　3．5  幅一4．73m 、10c皿 幅一 2m 、23．5cm幅一232m を裁 断 し、10cmと23．5cmの 布 は ギ ャ ザ

　ーをよせ て所定 の 位 置に縫 い つ ける。3．5cm幅の 布 は と こ ろ ど こ ろタ ッ ク をと り、所定 の位

　置 に とめ つ け る。 （写真 6）

  後ペ チ コ ー ト

O 　後中心布 と後 脇布 との 縫 い 合せ 。

　縫 代 1．8cmに して脇側 へ 倒す。

  脇縫

O 　 前後 の ペ チ コ ー トの ウ エ ス ト部分 の プ リーツ を折 りた た み 、後脇縫 をする 。

　縫代は L8cm と し前側 に倒 す。

  ペ チ コ ー トをウエ ス ト位 置に安定 させ る た め に 、2．5cm幅 の 綿テ
ー

プ 1m を前後 それ ぞれ

　の ウ エ ス ト部 に縫 い つ け る。

  裾 の 始末

　 ヘ ム 代 は 1．5cmで折 り上げ、裾 よ D　O．5cmの とこ ろ を0．5cm間隔で 星 どめ をす る。

（4） 仕上 げ

  ス トマ ッ カ
ーと ロ ーブ の 縫 い 合せ
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　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 山本 ・吉井 ・津 田 ：縁飾 り、裾飾 りの つ い た 18世 紀の ドレ ス

　　に して製作 した 。

　 ○ 太 さ0．4cmの ワ イヤ ー 2 本を 1段 目周経 128 
、

2 段 目周経 144cm
、

3 段 目周経 160cm、 4 段

　　 目周経 176  と16  ず つ の 差 をつ けて、前後は平 らで横 に はり出すよ うな楕 円に して、ワイ

　　ヤ
ーをバ イヤ ス 地の 布で くるむ 。

　 01 段 目15cm横上部64cm下部 72（rm、 2段 目縦 15  横上部 72  下部 80  、 3段 目縦 13cm横上部

　　 80  下部 88  の 台形 の布 それぞれ 2枚 を中表に あわせ て脇線 を縫 い 、 3段切替 えの パ ニ エ

　　を作る 。

　 o バ イヤ ス 地の 布で くるん だ ワ イヤ
ー

を 3段 切 り替 えの パ ニ エ にか が りつ けた 。 （写真 11）

（5） ス トール

　　90cm幅 の レ
ー

ス 地 1．2cmを三 角形に裁 ち 、 3cm巾、 8   巾、9   巾の レ
ー

ス 合計101hをか ざ

　　 りに使用 した 。

（6） 帽子

　　 オ フ ホ ワ イ トの 薄地麻布に 4．5  幅の レ ース で縁 か ざ りをし、O．5  の ブ レ ー ド及 び 2．5cm幅

　　の リボ ン で装飾 した。 （リボ ン は0，5  の ブ レ
ー ドで縁か ざ りを済 ませ た もの を使用 した 。 ）

（7） 靴

　　市販 の 靴に ベ ル トとバ ッ ク ル をつ けで装飾 した 。 （写 真 12）

5　 結 論

　200余年の 年 月 を経 た 18世紀 の 宮廷衣裳は残 っ て い るが、
一般市民の 衣裳はほ とん ど残 っ て い

ない
。 高価 なもの は大事 に保存し、作 り直 して 売る こ と も出来た で あろ うが 、

一
般 市民は 作 り

直 しが不可能に なる まで 着古 して い た の で あろ う。

　今回、こ の 時代の 衣裳 を複製 した結果、次の こ とが 考察 された 。

  人間の 体格は 時代、地域、人種、年令 とさ ま ざまな条件 に よ り異 な るため、推 測の 域 を脱

　 しえない が、製作 した ドレ ス と多 くの 展示 品か ら、こ の 時代の 女性 の 身長 は
一般に それ程高

　 い とは思 えない
。 こ の ドレ ス の 着用者 は出来上 り丈130  か ら考 える と、着装 （パ ニ エ の 張 り

　方）に もよるが 、
155 

〜165  位 と思われ た 。

  　出来上 リバ ス ト寸法 85  で バ ス ト位置が 高 い
。

  出来上 りウ エ ス ト寸法63  、出来上 りヒ ッ プ寸 法93  で コ ル セ ッ トをつ けて締 めて い たに

　 し て は思 い の ほ か 大 きく、現在の標 準サ イズ よりや や 大 きめ で ある 。

  しか し、 コ ル セ ッ トをつ け 、
パ ニ エ を はかせ て下着 を と との えた上に こ の コ ス チ ュ

ー
ム を

　着装 させ て み る と、ウエ ス トは くびれて、ス カー トの 横の 広が りと対照的に細 く見 える。ウ

　 エ ス トライン を境に 上部 は締め つ け 、 下 部は広が りの 対比 に よ っ て実際とは違 っ た見え方に

　 なるの が わか っ た。
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  プ ロ ポー
シ ョ ン としては、ウエ ス トの締め方、ス カ ー トの 横張 り、靴が 見 える ス カ ー ト丈

　は理想的なバ ラ ン ス とは云 えな い が 、 部分 の 装飾 がデ コ ラテ ィ ヴ で豪華に見える特色が ある 。

  　こ の 時代の 縫製技術 は、実に 精巧 な もの で 美 しく仕上 っ て お り、表 には丁寧に飾 りをつ け

　た り、 細 か く刺繍をした りして い るが 、 裏返す と縫代の 始末は裁 目の ままで あ り、脇明 きな

　 どは着装すれ ばプ リーツ で か くれ る た め、始末 はせ ず にそ の ままに して あるな ど 、 雑 と思 わ

　れ る面 もある 。 しか し こ れ は 、見える とこ ろの み を重視 し、見えな い 部分 は軽視す る傾向が

　あっ た の で は な く、
こ の 時代は仕 立 て直 しが ご く普通 に行わ れて お り 、 こ れ をほ ど い て作 り

　直す こ とが容易 に出来 る よう、また 余分 な縫 目跡 を残 さない ように考 えられて い た と思 う。

　それ故、1780年代 に な っ て 、軽 くて 安 い 材料で ドレ ス が 製作 され、実用化 された 時には念入

　 りな仕上げに な っ て い る 。

  ス トマ ッ カ
ーの 左横は、着用 してか ら縫 い つ ける など、人手を借 りずには着装出来な い こ

　の 時代の 衣裳 は 、服の 合理 性、実用性は あまり考 え られ て い なか っ た 。

　以上 の こ とが考察され たが 、 全般 に ロ コ コ の 時代 は技巧的で 人工 的な時代で 、 自然の もの 、

現実的な もの は 少 な い 虚 飾 の 文 化 と も云 えた 。 それ が こ の 時代 の 服飾 に もよ く表 わ れ て い る 。

　 い つ の 時代 の モ
ー ドで も、ある期 間を経 た り、 それが極地 まで進 む と必 らずそ の 反動的な方

向 に向 うもの で ある 。 フ ラン ス 革命後、人々 の精神状態 も変化 し、ル ソーなど の 啓蒙思想の 影

響や 、自然 へ の 関心 も深 まり、簡素 でか つ 、繊細で 自由なム
ー

ドの 古典ス タイル （エ ン パ イア

ス タイル ）は、必然的 に 出て きた もの と思 われ る。

　 フ ァ ッ シ ョ ン の変革 は
一

つ の 時代か ら次の 時代 へ と重な り合 い なが ら、時に はゆ っ くりと、

時 には急速 に進展する もの で ある。
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